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 今年もマラソンコンテストや年末に向けてクラブの皆様方には何かとお忙しいことと

は思いますが、今年も恒例のクラブ忘年会を下記の通り開催致しますので、万障お繰り合

わせの上、多数ご参加下さいます様ご案内申し上げます。 

 コロナ、コロナでたくさんのイベントが中止となりましたが最近では海外からの旅行な

ど緩和されており、全国旅行支援が後押しして旅行も盛んになって来ています。なかなか

感染が十分収まらない中、忘年会の開催も危ぶまれましたが今年一年の思い出話等、一杯

かたむけながら楽しいひとときを過ごしませんか。 なお、恐縮ですが準備の都合上 12

月 16日（金）迄に出欠のご返事を宜しくお願い申し上げます。 

 

                 記 

日 時 12月 23日（金）午後 6 時～ 

場 所 魚と田舎料理 おかげや 

高松市瓦町１丁目１２－１ 田村ビル 1F 

TEL  090-7782-2243 

会 費 男女共 4,950円 

連絡先 JA5TOP平賀 

      予約は「坂井」名でしています。 

 

 

  

忘年会のご案内 
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クラブミーティングの報告 
 

 最近では 10 月末頃、各地域のコミセンの文化祭の準備などで夜も借りられないことが

あります。今回も残念なことに三谷コミ

センもこの事例に当たり１０月２８日

(金)市内成合町の喫茶レストラン「不二

の屋」でクラブの定例ミーティングが開

催されました。19：00定刻になり三好会

長から挨拶がありましたがここ数年は新

型コロナ感染で県支部の行事やその他の

行事が次々と中止になっています。そん

な中、近くではクラブの皆様にご協力い

ただいた今年 5月の四国地方 ARDF競技会

が久しぶりに行われました。参加の人数

もまずまずでした。私も最近、金沢の北

陸地方 ARDF競技大会に参加してきました。 

香川クラブでも行事がおこなえず、またコロナで会員が集まらないので危惧しているが、

できる事はやっていこうと思う。今年はあと香川マラソンコンテスト、忘年会があります。 

香川マラソンコンテストについては、少しの時間一局でも良いので協力をお願いします。

重複・県外局・海外局との交信も普通に交信して下さい。点数にはならなくてもクラブで

カードを発送します。 

 

各議題については以下の通りです。 

1. 製作技術講習会が開催されました。 

  講師に 1名と製作に 3名が参加しました。 

 

2.香川マラソンコンテストの担当について話し合い、以下の予定に決まりました。 

 

2022 香川マラソンコンテスト (JA5YDE)       運用担当者表   

日 12/1～2 12/3～4 12/5 12/6～8 

運用者 JA5TOP JI5SAI JA5FKE JA5CAU 

     

日 12/9～10 12/11 12/12〜13 12/14～15 

運用者 JG5JXW JA5BNY JI5XTP JH5LYW 

   ※ いずれも交代は 08:00時とする。なお、交信ログを JH5LYWまで。 

 

3.忘年会開催について、コロナ禍はまだ予断を許さない状況ではありますが、以前も開 

催した事のある会場で実施することになりました。 

開催日時は 12月 23日（金）18:00～で決定。  詳細は「忘年会のご案内」 

連絡係としては JA5TOP 平賀さんが行うことになりました。 

 

［参加者］ JA5BNY／JA5CAU／JA5FKE／JA5TOP／JG5JXW／JH5LYW 

JH5WMN／JI5SAI   （8 名） 
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デジタル時代の運用の工夫あれこれ （その 1） 
JI5SAI 平田昌三 

 

 私が局免を取得した 1997 年はインターネットが普及しておらず、ハムの情報源はもっ

ぱら雑誌から得られる情報や、JARL が提供する会員データベースなどで、HAMLOG で

のログ管理に先進性を感じていました。それから 25 年、デジタル化が進み、ハムを取り

巻く環境もすっかり変わりました。電子ログや電子申請に始まり、運用上、各種デジタル

サービスを使いこなすのは必須になりつつあります。特に、DX 局は、様々なツールをう

まく使いこなしていたり、電子アワードに積極的と感じます。 

 そんなデジタル時代において、インターネットを前提としたログ照合、アワード申請、

QSL 交換、無線局データベース、リアルタイムスポッティングなど、様々なサービスが

現れてきました。無線局を運用する上で必要に迫られ、私もこの 1 年で、様々なサービス

を利用するようになりました。当クラブの皆様にも、何かしらご利用の方がいらっしゃる

と思います。今回からは、ハムのためのデジタルサービスについて、私の経験をもとに少

しずつ連載します。 

 

(1) 便利なデジタルサービスあれこれ 

 次が、現在私が利用している、日常の運用に重宝するデジタルサービスです。これらサ

ービスには、私もアカウントを作成し、利用者として登録しています。いずれも、基本的

な機能は無料で利用できます。 

 

・LoTW (Logbook of The World) 

 ARRL が運営している、電子ログ照合システムです。DXCC アワードの申請はここか

ら行うため、DX 局はかなりの割合で登録されているようです。最近、JARL が発行する

アワードも、LoTW のログに基づいて申請できるようになりました。（JARL の Web サイ

ト「アワードに関する Q&A」参照 https://www.jarl.com/award/Q&A/Q&A.htm） 

 

・Clublog 

 LoTW と並んでポピュラーな、電子ログ照合システムです。LoTW は、アカウント登録

時に、無線局免許状のコピーをメールで送信し、電子証明書を入手する必要がありますが、

Clublogは簡単に利用を開始できます。北米以外の局は、LoTWと併用していたり、Clublog

のみを運用していることが多いように感じます。 

 

・QRZ.COM 

 アメリカ AA7BQ 局が創設した、世界のアマチュア局の局名録です。ここでコールサイ

ンの正体を調べた方もいらっしゃると思います。特に DX 局のコールサインは、ほぼこの

サービスで検索できる印象です。 
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・QRZCQ.COM 

 ドイツのアマチュア局が運営している、QRZ.COM と類似のサービスです。利用者は、

QRZ.COM と比較して少ないようです。今のところあまりメリットを感じていません。 

 

・eQSL 

 電子 QSL カード交換システムです。QSO ログをアップロードすると、即座に QSL カ

ード形式の画像とともに相手に通知されます。特に、FT8 などのデジタルモード用のソフ

トウェアは、QSO 終了後に自動的にログをアップロードする機能を備えているものもあ

り、その日のうちに QSL カードを受領して印刷できることもあります。 

 

・hQSL（未使用ですが、利用を検討中・・・） 

 HAMLOG にユーザー登録すると利用できる、HAMLOG 利用者向けの電子 QSL 交換

システムです。そのため、国内局同士の場合は便利だと思います。 

 

(2) JA5YDE局を QRZ.COMに登録してみた 

 このような時流に乗り、JARL 香川クラブを国内外にアピールするため、10 月 28 日開

催のクラブミーティングに参加された皆様のご了解をいただき、QRZ.COM にクラブコー

ルを登録いたしました。 

 

https://www.qrz.com/ を開き、赤丸部分にコールサインを入力し「Search」を押す 

 

 
 

 

 

【急 募】 

 
 JARL 香川クラブを世界にアピールするため、QRZ.COM に掲載する写真やクラブの紹

介文を募集いたします。*****@******* （クラブ報担当）までお寄せください。 
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2022 年度香川マラソンコンテスト実施要領 
 

ＪＡＲＬ香川県支部では香川県内局の親睦を図る為、次の要領で香川マラソンコンテストを

開催します。ＪＡＲＬ会員、会員でない方の区別なく入賞者は表彰します。 

 

〈期  間〉2022 年 12 月 1 日(00:00)～12 月 15 日(24:00) 

 

〈参加部門〉 

① 個人局＝シングルバンド・シングルモードの部 

電信……1.9ＭＨｚ～10ＧＨｚ帯 

電話……1.9ＭＨｚ～10ＧＨｚ帯 

②個人局＝マルチバンド・マルチモードの部 

マルチバンド・電信の部 

個人局＝ＲＴＴＹ，ＡＴＶ，ＦＡＸ，ＳＳＴＶ，ＦＴ８（ＦＴ４含む）の各部・マルチ

バンド 

④社団局＝マルチバンド・マルチモード 

⑤ニューカマー局＝マルチバンド･マルチモードの部(12 月 1 日現在で開局 5 年未満の局) 

⑥ＳＷＬ＝マルチバンド・マルチモード 

⑦その他 3.8, 10, 18, 24MHz 帯は含まない 

 

〈資 格〉 香川県内にて運用するアマチュア局及び 

ＳＷＬ(コールサインを持っている局のＳＷＬ部門への参加は認めません) 

 

〈交 信〉 

① 呼出し……電 話 「ＣＱ香川マラソンコンテスト」 電 信 「ＣＱ ＫＡ ＴＥＳＴ」 

ＦＴ８（ＦＴ４含む）「ＣＱ ＫＡ」 

② コンテストナンバー…「RS(T)＋発信市町ナンバー(または市町名)」 

ＦＴ８（ＦＴ４含む）のＲＳＴはデシベル情報を使わず全ての交信を５９９とする。 

ファイルの設定から Txマクロ(M)に 599+市町ナンバーを登録して、コンテストでは Tx-5

のマクロを選択して下さい。 

高  松  市 ＝３６０１ 宇 多 津 町 ＝３６００１Ｃ 

丸  亀  市 ＝３６０２ 綾  川  町 ＝３６００１Ｇ 

坂  出  市 ＝３６０３ 直  島  町 ＝３６００３Ｃ 

善 通 寺 市＝３６０４ 三  木  町 ＝３６００４Ｂ 

観 音 寺 市＝３６０５ 土  庄  町 ＝３６００５Ｃ 

さ ぬ き 市＝３６０６ 小 豆 島 町 ＝３６００５Ｄ 

東かがわ市 ＝３６０７ 琴  平  町 ＝３６００６Ａ 

   三 豊 市 ＝３６０８ 多 度 津 町 ＝３６００６Ｂ 

              まんのう町 ＝３６００６Ｆ 

③香川県内で運用する局間のＱＳＯのみ有効 

 

〈注意事項〉 

①同一局との交信は同一バンド内では 1 交信のみ 

②クロスバンドの交信は認めない 

③２波以上の電波の同時発射はすべて禁止する 

④一つのコールサインで複数の部門にログを出すことを禁止する 

⑤総務省告示のバンド使用区別を守りレピータ及びメインでのナンバー交換は絶対にしな 
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いこと 

⑥電波法を守ること 

 

〈得点、マルチプライヤー〉 

①得点     完全な 1 交信を 1 得点とする 

②マルチプライヤー   各バンドで交信した異なる市町の数 

③日数マルチプライヤー 交信日数（ログ提出部門の日数で最高は 15 日） 

④総得点…（各バンドで得た得点の和）×（各バンドで得たマルチの和＋日数マルチ）＝総得点 

 

〈ログの記入方法〉 

①ログ及びサマリーシートはＪＡＲＬ制定（Ａ４）のもの、または同様式のものを使用し、

バンド別に整理し交信順に記入する 

②サマリーシートはログの上部に付けホッチキスで止める（複数の局を同封する場合は１局

ごとに綴る） 

 

〈失 格〉 

①電波法またはこれに基づく命令及びコンテスト規約に違反したとき 

②提出書類の不備 

③虚偽の報告をしたもの 

 

〈締切日・提出先〉 

・2023 年 1 月 4 日（水曜必着） 

769-1101 三豊市詫間町詫間 4673-1 加藤 秀和様方 香川マラソンコンテスト係 

 ・電子ログ(Ｅ-mail)による提出の場合、所定の様式(JARL Web を参照)で作成したデータを

テキストメール（添付はダメ）として、件名欄にコールサインを記入して提出先アドレス

kagawa@jarl.com に送信してください。到達確認の返信メールを送ります。 

  データは CTESTWIN,HLTST7,HLTST8,ZLOG,TurboHamlogCSV を希望します。 

 

〈発 表〉 

・2023 年 2 月発行の JARL香川県支部報 

 

〈入 賞〉 

・入賞は各部門ごとに参加者数に応じて 

 

〈表 彰〉 

・2023 年 3 月 19 日丸亀市アイレックスで開催予定の「ハムフェスティバル in かがわ」会

場 

 

★日数マルチ 8 日でＦＢな賞品 

今年もコンテスト参加者の内「日数マルチ 8 日以上のログ提出者」には、抽選でＦＢな賞

品が当たります。 

 

★当コンテストに関する一切の権限は、ＪＡＲＬ香川県支部コンテスト委員会が有します。 

なお、ルール等の問合せは「ＪＡ５ＡＲＷ」支部長まで。 

 

(個人情報の利用について) 

ＪＡＲＬは、個人情報を取得した際の利用目的の範囲内でＪＡＲＬの実施するコンテスト業務

遂行(集計･審査･結果発表･賞状発送等)のために利用します。 
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★★★ 新入会員募集中 ★★★ 
 

ＪＡＲＬ香川クラブでは新会員を募集しています。 

今年はクラブ結成７４年(1948 年 10 月結成)になります。 

そこで更なる飛躍と新たな歴史を築いていかなければなりません。 

クラブに新風を吹き込むと同時に、活性化のためにも新入会員の募集に

ご協力ください。 

 

クラブ報の原稿依頼及び送付先 

身近な出来事、旅行記、自身のハムライフ、掲載要望などのジャンルは問いません。 

原稿サイズ：B5サイズ  出来ればWordで作成しﾒｰﾙ、電子ﾒｰﾙが無い場合はfaxか郵送。 

送 付 先：E-mail 

     Fax    

郵 送 先：〒761-

＊お知らせ 
ＪＡＲＬ香川クラブでは、会員の実態を把握するため、免許状記載事項に変更があった

り、新たに無線局の免許状を取得された方は、その都度、お知らせくださいますようお願

いします。 
将来のインターネットサービスに対応して、現在「電子メールアドレス」を取得してい

る方は、差し支えなければ連絡下さい。 

 

*** 会費納入口座 *** 

 

ＪＡＲＬ香川クラブ報 

発行責任者  ＪＨ５ＬＹＷ     三 好  伸 幸 

編 集 者       ＪＡ５ＴＯＰ     平 賀  正 明 

ＪＩ５ＳＡＩ     平 田  昌  三 

ＪＩ５ＶＵＺ     市 原  義 博 

ＪＩ５ＸＴＰ     坂 内  信 洋 

            ＪＧ５ＪＸＷ    坂 井  進 史 

 

 

 

 


